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編　集　後　記

　暖冬の中新春の28年を迎え、一年のスター

トに思いをはせれば、地球温暖化と気候変動

の激しさに驚くことが多い昨今です。穏やか

に一年を過ごしたいと願うのは、だれしもが

思い、そうありたいと願う。
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災
害
公
営
住
宅
完
成
予
定
は

平
成
28
年
末

　
災
害
公
営
住
宅
建
設
用
地
土
地
売

買
契
約
を
締
結
し
財
産
を
取
得
す
る
。

１
．
財
産
の
種
類
　
土
地

２
．
所
　
在

　�

福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
字
東
段
30

番
地
の
６
　
他
１
筆

３
．
地
　
目
　
宅
地

４
．
地
　
積

　
　
　
　
１
１
，
５
２
０
・
１
５
㎡

５
．
取
得
金
額

　
１
億
１
，
８
９
３
万
４
，
０
２
８
円

６
．
取
得
の
目
的

　
災
害
公
営
住
宅
建
設
用
地

７
．
契
約
の
相
手
方

　
住
所
　
福
島
市
五
老
内
町
３
番
１
号

　
氏
名
　
福
島
地
方
土
地
開
発
公
社

　
　
　
桑
折
町
理
事
　
熊
谷
　
孔
隆

12
定
月
例 会

　平成27年12月定例会は、12月８日から12月14

日まで、７日間の会期で開催された。

　条例制定１件、条例改正３件、補正予算４件、

選挙管理委員選挙、財産の取得、陳情１件、発委（意

見書）１件の計12件が提案され、すべて原案通り

可決された。

町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
０
２
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
17
億
１
，
５
０
３
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

《
歳
　
入
》

・
県
支
出
金
　
　
　
　
１
３
４
万
円

・
繰
入
金
　
　
　
　
　
１
６
８
万
円

《
歳
　
出
》

・
保
険
給
付
費
　
　
　
２
５
２
万
円

・
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
50
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
26
万
７
千
円
減
額
し
、
予
算
総

額
を
14
億
５
，
２
７
１
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

《
歳
　
入
》

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
　
　
１
千
円

・
県
支
出
金
　
　
　
　
　
　
１
千
円

▲
繰
入
金
　
　
　
　
　
26
万
９
千
円

《
歳
　
出
》

・
地
方
支
援
事
業
費
　
　
　
３
千
円

▲
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
27
万
円

水
道
事
業
会
計（
第
１
号
）

　
収
益
的
収
入

　
１
，
４
７
６
万
８
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
３
億
９
，
４
０
０
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

改
正
。

平
成
28
年
３
月
31
日
か
ら
５
年
延
長

町
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金

条
例
の
一
部
改
正

　
復
興
交
付
金
事
業
計
画
期
間
が
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
福
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
及

び
引
用
す
る
法
律
名
の
改
正
に
伴
う

改
正
。

〝
あ
ん
ぽ
柿
〟
を
ブ
ラ
ン
ド
品
に

近
代
化
施
設
を
梁
川
に
新
設

一
般
会
計（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
４
，
５
５
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
83
億
９
，
０
１
０
万

　（
主
な
も
の
）

▲
水
道
使
用
料
　
　
　
６
２
５
万
円

▲
加
入
金
　
　
　
　
　
　
　
81
万
円

・
東
京
電
力
賠
償
金
等
の
雑
収
益

　
　
　
　
　
２
，
１
８
７
万
９
千
円

　
収
益
的
支
出

　
８
３
０
万
１
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
３
億
５
，
９
８
８
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。

　（
主
な
も
の
）

▲
原
水
及
び
浄
水
費
の
薬
品
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
60
万
円

▲
資
産
減
耗
費
　
４
０
８
万
２
千
円

・
受
水
費
　
　
　
　
　
48
万
１
千
円

・
配
水
及
び
給
水
費
の
委
託
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
59
万
４
千
円

・
減
価
償
却
費
　
６
９
５
万
１
千
円

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
２
５
２
万
８
千
円

　
資
本
的
収
入

　
工
事
負
担
金
１
，
０
０
０
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
，
０
０
０
万
円

と
す
る
も
の
。

　
資
本
的
支
出

　
４
０
８
万
１
千
円
を
増
額
し
、
総

額
１
億
５
，
３
６
９
万
円
と
す
る
も

の
。

　（
主
な
も
の
）

▲
委
託
料
　
　
　
　
　
81
万
４
千
円

・
工
事
請
負
費
　
　
　
５
３
８
万
円

　�（
※
・
印
は
増
額
▲
印
は
減
額
を

表
し
ま
す
）

公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
数
の
充

実
・
確
保
の
た
め
の
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　
福
島
県
福
島
市
上
浜
町
10

−

38

　
福
島
県
教
職
員
組
合

　
中
央
執
行
委
員
長
　
角
田
　
政
志

　
福
島
県
伊
達
市
保
原
町
字
旭
町
32

　
福
島
県
教
職
員
組
合
伊
達
支
部

　
　
　
　
　
支
部
長
　
酒
井
　
克
幸

〔
審
査
委
員
会
〕

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕
採
　
択

９
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　
１
，
６
４
３
万
７
千
円

・
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
基
金
繰

　
入
金
　
　
　
　
１
，
２
５
０
万
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫

　
負
担
金
　
　
　
　
　
７
２
５
万
円

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事

　
業
県
負
担
金
　
３
６
２
万
５
千
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
万
円

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
推

　
進
事
業
補
助
金
　
　
１
５
０
万
円

・
が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
・
桑
折
応
援

　
基
金
繰
入
金
　
１
１
９
万
３
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

　
　
　
　
　
１
，
６
７
７
万
３
千
円

・
町
道
３
２
５
３
号
線
道
路
舗
装
維

　
持
管
理
工
事
費
　
　
９
５
０
万
円

・
あ
ん
ぽ
柿
近
代
施
設
整
備
新
設
事

　
業
補
助
金
　
　
　
　
３
０
０
万
円

・
法
人
税
過
誤
納
還
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

・
道
路
復
旧
工
事
費
　
２
０
０
万
円

・
来
年
度
中
学
校
教
師
用
指
導
書
等

　
購
入
費
　
　
　
　
　
１
７
０
万
円

・
出
産
育
児
一
時
金
町
負
担
分
と
し

　
て
国
保
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
８
万
円

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
推

　
進
事
業
補
助
金
　
　
１
５
０
万
円

補
正
予
算

条
例
制
定

条
例
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
10

月
以
降
市
町
村
か
ら「
通
知
カ
ー
ド
」

が
郵
送
さ
れ
て
い
る
が
、
受
取
人
不

在
で
自
治
体
に
返
送
さ
れ
た「
カ
ー

ド
」
５
０
０
万
通
を
超
え
自
治
体
は

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
身
分
証
明
以
外
に
殆
ん
ど
使
い

道
は
な
く
、
紛
失
す
る
と
個
人
情
報

が
漏
れ
る
リ
ス
ク
が
き
わ
め
て
高
い

カ
ー
ド
で
あ
り
、
申
請
は
任
意
で
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
民
間

分
野
へ
の
利
用
拡
大
も
考
え
て
い
ま

す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
差
し
と
め

の
裁
判
が
提
訴
さ
れ
る
な
ど
、
国
民

の
不
安
は
広
が
る
ば
か
り
で
す
。
１

月
実
施
を
延
期
し
て
、
制
度
の
危
険

性
を
検
証
し
廃
止
に
向
け
て
見
直
す

べ
き
で
す
。
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
反

対
と
致
し
ま
す
。

岩

﨑

久

男

議員

反対 討 

論

財
産
の
取
得

陳
情
審
査
結
果

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選

挙　
平
成
28
年
１
月
23
日
任
期
満
了
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
の
者
を
指
名

推
薦
し
た
。

○

選
挙
管
理
委
員

○

選
挙
管
理
委
員

補
充
員
　

選
　
　
挙

氏　名 生年月日 住　　　　所

岡﨑　忠一 昭和23年４月16日 桑折町大字伊達崎字中屋敷16番地

國分英利生 昭和24年12月31日 桑折町大字松原字川原18番地
遠藤　友子 昭和24年12月24日 桑折町大字谷地字添８番地の２
山室　芳子 昭和26年12月４日 桑折町字西段４番地の１

氏　名 生年月日 住　　　　所

関根　　勉 昭和22年７月７日 桑折町大字松原字堂ノ前17番地
平井　吉衛 昭和24年９月14日 桑折町大字上郡字常水14番地
髙橋　　貢 昭和25年12月29日 桑折町大字北半田字古館２番地の１
國分美知子 昭和25年９月18日 桑折町字和尚堂８番地の３
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ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
7 名登壇

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

一 般 質 問

登壇
議員 質　問　項　目

佐
　
藤
　
榮
　
三

・ 「農業振興地域整備計画の見直し」につい

て

・ 幼稚園統合による各地区幼稚園の空き園舎

活用と卒園後の小学校教育への連携方針に

ついて

・除染作業の進捗状況について

・高齢化社会への公共交通確保について

羽
根
田
　
八
千
代

・ マイナンバー法施行に伴う詐欺被害の拡大
対策について

・ 町制60周年〝復興こおり〟記念事業の評価
と28年度予算編成への関連について

・ 「再生可能エネルギー推進の町宣言」にふ
さわしい行動計画は

・ 「地域包括ケアシステム」の実現に向けた
進捗状況は

・ 人農地プランの進捗状況に対する町長の所
見は

佐
　
藤
　
武
　
朗

・土砂災害警戒区域の防災対応について

・町の施設、備品等の取り扱いについて

・雇用促進住宅「桑折宿舎」の取得について

・町の表彰規定について

齋
　
藤
　
松
　
夫

・ 憲法違反の戦争法案（安保法制）への見解

表明について

・ 有害鳥獣対策における「侵入防止柵」設置

のあり方について

・気候変動と防災対策について

・ 桑折町生活雑排水処理基本計画の推進につ

いて

・うぶかの郷源泉枯渇対策について

・果樹改植事業の継続について

川
　
名
　
静
　
子

・ 桑折町まち・ひと・しごと創生「人口ビ

ジョン」（案）による人口減少対策に関し

て

・ 「確かな学力」「子どもの体力」向上に関

して

・ごみ減量化に関して

斉
　
藤
　
　
　
謙

・大割東仮置場等の進捗状況に関して

・仮置場の賃貸契約の延長等に関して

・いじめ問題等に関して

・ 平成27年度全国学力テストの実施結果等に

関して

・健全な財政運営等に関して

・地域公共交通確保維持改善事業等に関して

岩
　
﨑
　
久
　
男

・東京電力に対する損害賠償請求について

・子育て世代に経済的支援策について

・ＴＰＰ交渉大筋合意について

佐 藤 榮 三 議員

― 活かせ園舎 ―

 

■問
　
平
成
29
年
度
に
は
幼
稚
園
が
統

合
さ
れ
る
。
統
合
に
よ
る
各
幼
稚
園

の
空
き
園
舎
利
活
用
と
、
統
合
幼
稚

園
卒
園
後
の
各
小
学
校
の
教
育
へ
の

連
携
方
針
に
つ
い
て
、
子
供
も
保
護

者
も
今
ま
で
の
進
級
の
状
況
と
大
き

く
環
境
が
変
わ
る
と
思
う
が
、
そ
れ

に
対
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
考
え
て

い
る
も
の
か
伺
う
。

 

■答
　
町
長
　
空
き
園
舎
に
つ
い
て
は
、

従
来
同
様
に
放
課
後
学
童
保
育
施
設

と
し
て
活
用
し
て
行
く
。
ま
た
老
朽

施
設
は
解
体
整
地
し
、
活
用
で
き
る

施
設
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち
、
ひ
と
、

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
視
野
に

就
農
支
援
施
設
等
と
し
て
活
用
し
て

行
く
。

　
児
童
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
入
学

予
定
の
小
学
校
毎
に
園
児
と
児
童
の

交
流
活
動
や
体
験
入
学
等
に
よ
り
安

心
し
て
小
学
校
に
入
学
で
き
る
も
の

と
思
う
。
保
護
者
に
つ
い
て
も
保
護

者
同
士
が
集
ま
る
機
会
も
色
々
有
り
、

相
互
の
関
係
作
り
も
促
進
で
き
る
と

考
え
る
。
入
学
後
に
つ
い
て
は
、
各

小
学
校
で
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し

児
童
保
護
者
が
学
習
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
取
組
め
る
様
に
し
て
い
く
。

卒園後の小学校教育への連携は
　各学校でのきめ細やかな取組で

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
必
要
で
は

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
で
対
応
継
続
を

 

■問
　
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
移
動
弱

者
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
く
る
。
車

の
便
利
さ
に
な
れ
て
い
る
私
た
ち
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
は
自
動
車
の
運
転

が
出
来
な
く
な
る
と
き
が
来
る
。
そ

の
時「
お
出
か
け
」を
す
る
手
段
が
な

く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
公

共
交
通
の
機
能
を
確
保
し
て
お
く
べ

き
と
思
う
。
そ
の
た
め
に「
桑
折
町

地
域
公
共
交
通
検
討
会
」
を
設
け
今

か
ら
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

 

■答
　
町
長
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
以
前
に
検
討
し
た
経
緯
が

あ
っ
た
が
事
業
者
の
確
保
に
至
ら
な

か
っ
た
の
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
で
の

対
応
を
図
っ
て
来
た
。

　「
検
討
会
」設
置
に
つ
い
て
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。

○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告

書に基づいて、一人持ち時間60分で行わ

れます。

○ 内容は、質問者の責任において作成された

ものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

■問
　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
は

　
　

■答
　
相
馬
福
島
道
の
進
捗
状
況
を
見
極
め
て

■問
　
と
り
落
ち
し
て
い
る
所
の
確
認
と
除
染
は

　
　

■答
　�

幹
線
道
路
の
除
染
を
進
め
な
が
ら
検
討

これも 質 問
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川 名 静 子 議員

 

■問
　
人
口
減
少
は
本
町
ば
か
り
か
全

国
的
な
問
題
で
あ
る
。
20
年
後
の
桑

折
の
人
口
は
一
万
人
を
下
回
る
と
予

測
、
そ
の
速
さ
も
測
れ
な
い
。
今
年

７
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
未

婚
者
の
75
％
が
結
婚
し
た
い
」や「
町

内
で
の
働
く
場
が
な
い
」「
理
想
と

す
る
子
供
の
数
は
２
〜
３
人
」
等
々
。

課
題
は
見
え
て
い
る
。
今
的
確
な
施

策
を
集
中
し
て
持
続
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
次
の
点
を
伺

う
。

⑴�

庁
内
本
部
会
議
で
の
具
体
的
な
方

策
と
取
り
組
み
状
況
は
。

⑵�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
分
析
、

課
題
と
方
策
は
特
に「
出
産
・
子

育
て
」「
定
住
に
対
す
る
意
向
」
の

回
答
を
ど
う
捉
え
対
処
す
る
の
か
。

⑶�

一
般
企
業
等
で
働
く
多
く
の
女
性

た
ち
の
就
労
環
境
を
整
え
る
こ
と

（
例
・
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
度
等
）
も「
出
産
・
子
育
て
」

の
応
援
と
考
え
る
。

 

■答
　
町
長
　
⑴
⑵
10
月
30
日
、
庁
内

推
進
本
部
会
議
で「
総
合
戦
略
」（
初

版
）
を
協
議
し
４
つ
の
基
本
目
標
を

決
定
し
た
。
⑶
全
て
の
人
が
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
活

躍
で
き
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
き
た
。
条
例
化
に
つ
い
て
は
、
今

後
皆
様
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

人口一万人を維持する方策はなに
　53 の新規拡充事業を進める中で

使
用
済
み〝
紙
お
む
つ
〟の
資
源
化
は

　
考
え
は
な
い
が
今
後
の
課
題
と
し
た
い

 

■問
　
町
内
か
ら
搬
出
さ
れ
た〝
ご
み
〟

は
焼
却
炉
へ
運
ば
れ
る
が
処
理
料
は

〝
ご
み
の
重
さ
〟
に
よ
り
町
が
負
担
、

つ
ま
り
税
金
な
の
だ
。
分
別
に
よ
り

負
担
金
軽
減
に
な
れ
ば
と
婦
人
会
は

〝
ご
み
減
量
化
〟に
取
り
組
ん
だ
。
が
、

高
齢
社
会
に
伴
い「
紙
お
む
つ
」処
理

と
い
う
新
た
な
問
題
が
浮
上
、
使
用

済
み
は
３
倍
の
重
さ
・
体
積
と
な
る
。

そ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
燃
料
化
す
る

事
例
が
で
て
き
た
こ
と
か
ら
伺
う
。

 

■答
　
町
長
　
現
状
を
知
ら
な
か
っ
た
。

事
業
系
の〝
ご
み
〟
の
量
が
伸
び
て

い
る
の
も
事
実
だ
。
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
し
た
い
。
現
在
は
可
燃
ご
み
と

し
て
焼
却
処
理
を
し
て
い
る
。

維持管理費が課題ではないか
　戦略の一環としての取得を考える

佐 藤 武 朗 議員
 

■問
　
震
災
か
ら
の
復
興
と
歴
史
・
文

化
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
が
、
町
の
施
設
、
備
品
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴�

旧
郡
役
所
の
利
用
、
貸
し
出
し
に

つ
い
て
、
ま
た
、
当
施
設
の
利
活

用
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

⑵�

旧
中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ
っ
た

「
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
」を
多
目
的
ス

タ
ジ
オ「
イ
コ
ー
ゼ
」で
活
用
し
て

は
。

⑶�

駅
前
駐
車
場
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

■答
　
町
長
　
⑴
貸
出
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
た「
利

活
用
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
」

に
基
づ
い
て
、
ま
た
、
歴
史
と
文
化

の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
に
、
大

い
に
利
活
用
す
る
。
⑵「
イ
コ
ー
ゼ
」

に
は
寄
贈
さ
れ
る
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
を
配
置
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に

つ
い
て
は
、
活
用
策
を
検
討
し
て
い

く
。
⑶
検
討
は
す
る
が
、
改
善
は
難

し
い
。

 ■問
　
以
前
か
ら
、
雇
用
促
進
住
宅「
桑

折
宿
舎
」
を
取
得
す
る
方
向
で
の
答

弁
を
聞
い
て
お
り
ま
す
が
次
の
点
を

伺
う
。

⑴
取
得
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

⑵
取
得
後
の
利
用
計
画
は
。

⑶�

昭
和
57
年
に
竣
工
し
た
当
施
設
の

耐
久
性
等
の
検
証
は
。

 

■答
　
町
長
　
⑴
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

に
売
払
申
請
を
提
出
し
合
意
に
達
し

て
い
る
。
同
支
援
機
構
よ
り
、
２
社

目
の
土
地
建
物
の
鑑
定
評
価
を
受
け
、

譲
渡
予
定
価
格
の
提
示
を
受
け
た
。

⑵
主
に
働
く
若
者
・
子
育
て
世
代
を

対
象
に
、
当
町
の
立
地
の
良
さ
を
活

か
し
た
低
廉
な
家
賃
設
定
に
よ
る
町

営
住
宅
と
し
て
提
供
し
、
人
口
の
流

出
防
止
・
定
住
促
進
を
図
る
。
⑶

「
新
耐
震
基
準
」導
入
前
の
旧
基
準
に

よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

同
機
構
で
は
、
平
成
26
年
４
月
に
耐

震
診
断
を
行
っ
て
お
り
、
十
分
な
耐

久
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

旧
郡
役
所
、お
お
い
に
活
用
す
べ
き
で
は

　「
歴
史
と
文
化
」に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
に

― 人口増につながれば ―

■問
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
対
象
に
し
た
今
後
の
対
応
は

　
　

■答
　
土
砂
災
害
時
の
避
難
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
対
応
す
る

■問
　
町
の
表
彰
制
度
基
準
の
一
部
見
直
し
が
必
要
で
は

　
　

■答
　�

時
代
の
要
求
す
る
も
の
へ
の
適
正
の
観
点
か
ら

検
討
し
て
い
く

■問
　
ノ
ー
Ｔ
Ｖ
、
ノ
ー
ゲ
ー
ム
日
は
可
能
か

　
　

■答
　
解
決
に
は
町
ぐ
る
み
の
運
動
で
で
き
た
ら

これも 質 問これも 質 問

― 実行あるのみ ―
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羽根田八千代 議員

 

■問
　
27
年
度
の
重
点
施
策
で
あ
る
記

念
事
業
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴�

記
念
事
業
を
推
進
し
た
結
果
、
町

民
意
識
の
効
果
と
評
価
は
。

⑵�「
在
京
桑
折
会
」は
、
ふ
る
さ
と
桑

折
の
現
況
を
知
っ
て
頂
き
、
さ
ら

な
る
支
援
を
お
願
い
す
べ
く
開
催

さ
れ
た
。
記
念
品
に
同
封
し
た
ふ

る
さ
と
納
税
礼
品
に
今
後
、
う
ぶ

か
の
郷
宿
泊
券
・
イ
コ
ー
ゼ
年
間

利
用
券
等
も
検
討
し
交
流
人
口
増

を
図
れ
な
い
か
。
更
に
は
、
同
日

上
映
さ
れ
た「
物
置
の
ピ
ア
ノ
」ヒ

ロ
イ
ン
と「
ロ
ケ
地
を
巡
る
旅
」を

地
方
創
生
事
業
と
し
て
企
画
し
て

は
ど
う
か
。

⑶�

今
後
、
継
続
し
て
い
く
事
業
と
予

算
編
成
へ
の
関
連
は
。

 

■答
　
町
長
　
⑴
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛

着
心
、
親
近
感
を
高
め
て
い
た
だ
く

契
機
と
な
り
、
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ

し
い
一
年
に
な
っ
た
。
⑵
な
か
な
か

い
い
提
案
だ
。
映
画
上
映
と
セ
ッ
ト

で
検
討
す
る
。
⑶
満
福
ま
つ
り
は
三

年
間
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
開
催
。「
在

京
桑
折
会
」
は
地
元
企
業
様
と
参
画

し
て
い
く
。

町制 60 周年記念事業評価と関連予算は
　「満福まつり」・「在京桑折会」を継続

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
行
動
計
画
は

　
情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
協
議
 

■問
　
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
、
気
候
変

動
枠
組
条
約（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）が
開
催
さ

れ
、
日
本
は
２
０
３
０
年
度
に
２
０

１
３
年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
26
％

削
減
す
る
約
束
草
案
を
提
出
し
て
い

る
。
な
か
で
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
関
係
す
る
家
庭
部
門
C
O
2
に
つ

い
て
は
約
40
％
の
削
減
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
地
球
温
暖
化
は
ま
さ
に
、

そ
こ
に
住
む
ひ
と
り
ひ
と
り
の
地
球

規
模
の
課
題
だ
。
そ
こ
で
、
今
年
度
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町

宣
言
」
を
し
た
本
町
の
具
体
策
を
伺

う
。

⑴
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
は
。

⑵�

太
陽
光
発
電
事
業
の
補
助
額
を
近

隣
市
町
と
同
額
に
す
る
考
え
は
。

⑶�「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
」
の
情
報
を
収
集
し
、
中

小
企
業
や
町
民
の
関
心
と
理
解
を

高
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

■答
　
町
長
　
⑴
年
度
内
作
成
す
る
。

⑵
公
平
性
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

⑶
紹
介
い
た
だ
い
た
情
報
を
参
考
に

し
な
が
ら
協
議
す
る
。

岩 﨑 久 男 議員

■問
　
東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠
償
は

　
　

■答
　
県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う

要
望
す
る

これも 質 問

■問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
つ
い
て
説
明
会
開
催
を

　
　

■答
　
１
月
中
に
は
、
全
町
民
対
象
に
開
催
す
る

■問
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

　
　

■答
　�

先
進
地
事
例
調
査
や
協
議
体
の
設
置
等
を
支
援

■問
　
人
農
地
プ
ラ
ン
遅
れ
て
い
な
い
か

　
　

■答
　
町
が
積
極
的
に
支
援
し
、
早
期
策
定
を
目
指
す

これも 質 問

子育て世代に経済的支援策を
　まち、ひと、しごと創生総合戦略で検討

 

■問
　
政
府
の「
総
合
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連

政
策
大
綱
」
は
署
名
も
国
会
審
議
も

行
わ
れ
て
い
な
い
。
臨
時
国
会
の
開

催
も
拒
否
し
、
秘
密
交
渉
に
よ
る
大

筋
合
意
の
経
過
も
詳
細
も
明
ら
か
に

せ
ず
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
よ
っ

て
、
国
民
の
不
安
の
払
拭
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
多
国
籍
企

業
の
利
益
を
最
優
先
し
、
国
内
産
業

や
国
民
生
活
を
害
す
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
農
家
や
国
民
の
懸
念
や
不

安
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
く
、
桑

折
町
の
農
業
の
将
来
を
考
え
れ
ば

「
大
筋
合
意
」は
撤
回
を
求
め
批
准
は

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

 

■答
　
町
長
　
県
町
村
会
は
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
と
食
料
供
給
、

水
資
源
涵
養
な
ど
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
農
山
漁
村
が
将
来
に

わ
た
り
持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県

選
出
国
会
議
員
に
要
請
書
を
平
成
27

年
10
月
27
日
に
提
出
し
た
。

 

■問
　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
子
育
て

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
政

に
期
待
し
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
お

け
る
経
済
的
支
援
が
最
も
多
く
、
こ

の
声
に
応
え
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴�

幼
稚
園
給
食
費
無
料
制
度
を
、
さ

ら
に
拡
充
し
、
小
中
学
生
の
す
べ

て
の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
に
対

し
て
当
面
３
分
の
１
補
助
制
度
を

確
立
し
、
県
の
市
町
村
へ
の
支
援

を
引
き
出
し
学
校
給
食
費
の
完
全

無
料
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑵�

保
育
料
、
幼
稚
園
授
業
料
は
、
第

二
子
は
半
額
、
第
三
子
は
全
額
補

助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
と
思
う
が
。

 

■答
　
町
長
　
⑴
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
経
済
的
支
援
は「
桑
折
町
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

中
で
学
校
給
食
の
あ
り
方
も
含
め
て

検
討
す
る
。
⑵
多
子
世
帯
に
お
け
る

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
な
お
一
層

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
年
齢
の
上
限

枠
を
設
定
し
な
い
方
向
で
拡
充
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
は
撤
回
を

　
国
会
決
議
は
厳
守
す
べ
き
で
あ
る

― 桑折大好き ― ― 元気が一番 ―
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侵入防止柵設置で４つを提案する
　真摯に受けとめて参りたい

齋 藤 松 夫 議員
 

■問
　
半
田
沼
下
流
の
宮
沢
地
区
で
、

南
半
田
幹
線
水
路
と
道
路
の
一
部
が

９
月
豪
雨
で
崩
壊
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
今
後
も
発
生
す
る
危
険
性

が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
南
半
田
全
域

の
水
田
灌
漑
が
不
可
能
と
な
る
。
水

路
全
線
の
暗
渠
化
及
び
、
道
路
の
路

肩
付
き
舗
装
化
の
検
討
が
必
要
で
な

い
か
。

 

■答
　
町
長
　
被
災
し
た
用
水
路
復
旧

は
、
国
の
補
助
事
業
で
対
処
し
て
い

く
が
、
来
年
の
用
水
確
保
は
仮
設
水

路
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
水
路

全
線
の
暗
渠
化
に
つ
い
て
は
山
側
斜

面
の
流
水
の
処
理
に
お
い
て
危
険
性

が
伴
う
の
で
、
考
え
て
い
な
い
。

半
田
・
宮
沢
地
区
道
水
路
崩
壊
対
策
は

　
補
助
事
業
で
復
旧 

暗
渠
化
は
で
き
ぬ

― 待たれる復旧 ―

斉 藤 　 謙 議員

 ■問
　
⑴�

27
年
度
学
力
テ
ス
ト
結
果
は
県
平

均
以
下
の
教
科
が
増
え
て
い
る
が
、

今
後
の
課
題
・
対
策
は
何
か
。

⑵�

教
育
界
で
は
緊
急
事
態
の「
い
じ

め
問
題
」「
不
登
校
」
の
実
態
や
児

童
の
薬
物
問
題
対
処
法
に
、
家
庭

で
の
児
童
の
行
動
等
保
護
者
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ー
ト
を
配
布

し
て
は
ど
う
か
。
な
お
、
名
実
と

も
に「
教
育
の
町
こ
お
り
」を
地
域

一
体
で
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、

教
育
特
区
と
し
て
取
組
む
考
え
は

な
い
か
。

 

■答
　
教
育
長
　
⑴
児
童
に
学
習
内
容

を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
点
で
不

充
分
な
面
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
算

数
・
数
学
の
活
用
能
力
を
計
画
的
に

よ
り
伸
ば
し
て
い
く
工
夫
が
足
り
な

か
っ
た
。
対
応
策
と
し
て
教
員
の
指

導
力
向
上
に
向
け
た
研
修
、
ま
た
、

各
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
の
連
携
に
よ

る
共
通
実
践
事
項
の
推
進
等
の
実
施

な
ど
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て

行
っ
て
い
る
。
⑵
管
内
で
は
、
い
じ

め
４
件
、
不
登
校
４
名
。
保
護
者
用

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
関
し
て
検
討
し

た
い
。
教
育
特
区
の
件
は
、
現
在
取

組
ん
で
い
る
施
策
に
一
丸
と
な
っ
て

改
善
努
力
し
て
い
き
た
い
。

教育の町づくりに教育特区申請を
　実施中の施策で改善努力したい

バ
ス
運
行
で
高
齢
者
の
足
の
確
保
を

　
財
政
的
負
担
等
に
よ
り
導
入
し
な
い

 

■問
　
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の
改

正
に
よ
り
、
市
町
村
が
主
体
的
に
取

組
む
こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
が
、

当
町
で
も
多
く
の
高
齢
者
か
ら
日
常

の
足
と
し
て
バ
ス
運
行
の
要
望
が
多

い
が
、
地
方
創
生
や
歴
ま
ち
づ
く
り

等
で
の
交
流
人
口
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
将
来
を
見
据
え
た
先

行
投
資
と
し
て
取
組
む
考
え
は
な
い

か
。

 

■答
　
町
長
　
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
過

去
に
実
証
実
験
を
行
っ
た
結
果
、
財

政
的
な
負
担
と
利
活
用
に
大
き
な
格

差
が
生
じ
て
費
用
対
効
果
が
低
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
導
入
を
考
え

て
い
な
い
。

■問
　
堰
向
工
業
団
地
の
損
失
補
償
契
約
書
は

　
　

■答
　
損
失
補
償
契
約
は
行
っ
て
い
な
い

■問
　
財
務
４
表
等
の
作
成
時
期
は
い
つ
か

　
　

■答
　�

平
成
28
年
度
決
算
か
ら
作
成
す
る

■問
　
町
民
へ
一
部
事
務
組
合
等
の
状
況
報
告
を

　
　

■答
　
連
結
決
算
は
28
年
度
か
ら
広
報
等
で
公
表

■問
　
戦
争
廃
止
の
た
め
の
国
民
連
合
政
府
へ
の
所
見
は

　
　

■答
　
国
会
で
の
廃
止
議
決
と
閣
議
決
定
撤
回
が
必
要

■問
　
う
ぶ
か
の
郷
の
源
泉
枯
渇
対
策
の
た
め
の
調
査
結
果
は

　
　

■答
　�

大
か
や
園
源
泉
を
調
査
し
総
合
的
に
判
断

■問
　
果
樹
改
植
事
業
の
継
続
要
望
に
対
し
て
は
ど
う
す
る
か

　
　

■答
　
果
樹
改
植
事
業
の
事
業
継
続
を
要
望
し
て
い
る

これも 質 問 これも 質 問

― 君たちが頼りだ ―

 

■問
　
国
見
町
小
坂
地
区
で
有
害
鳥

獣
侵
入
防
止
柵
の
設
置
が
さ
れ
た
。

よ
っ
て
桑
折
町
で
の
設
置
も
急
務
と

な
っ
た
。
速
や
か
に
①
町
内
の
北
端

か
ら
南
端
ま
で
、
全
線
設
置
の
方
針

確
立
、
②
関
係
者
と
の
協
議
で
ル
ー

ト
を
決
定
、
③
町
施
工
と
地
元
施
工

と
の
区
分
、
④
予
算
化
・
実
行
に
す

す
む
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
施
工
分
に
か
か
る

交
付
金
要
望
額
は
い
か
ほ
ど
か
。

 

■答
　
町
長
　
現
在
、
上
成
田
地
区
で

「
モ
デ
ル
事
業
」と
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
検

証
し
、
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
。
議

員
ご
提
案
の
①
か
ら
④
に
つ
い
て
は

真
摯
に
受
け
と
め
て
参
り
た
い
。

　
来
年
度
交
付
金
は
延
長
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
７
０
０
万
円
を
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　
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感
謝
状
が

贈
ら
れ
る

年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出　席　者
27 9 25 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

10 ９ 議会運営委員会 第 10 回臨時会議事日程等 選 出 委 員
議会全員協議会 第 10 回臨時会議事日程等 全 議 員
第 10 回臨時会本会議 桑折町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例、平成２７年度桑折町一般

会計補正予算（第６号）
全 議 員

14 議会全員協議会 第 11 回臨時会議事日程等　外 全 議 員
第 11 回臨時会本会議 桑折町議会議長選挙、副議長選挙、議会常任委員会委員の選任、議会議長の常任委

員会委員の辞退、議会広報委員会委員の選任、議会運営委員会委員の選任、福島地
方水道用水供給企業団議会議員の選挙、公立藤田病院組合議会議員の選挙、伊達地
方衛生処理組合議会議員の選挙、伊達地方消防組合議会議員の選挙、桑折町監査委
員の選任

全 議 員

19 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員
21 議会全員協議会 桑折町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略の主な予定事業（素案）に

ついて　外
全 議 員

総務文教常任委員会 閉会中の所管事務調査申出事項について 選 出 委 員
産業厚生常任委員会 閉会中の所管事務調査申出事項について 選 出 委 員

22 福島県町村議会議員研修会 講演「人口減少社会の自治体議会」
　　　　講師　東京大学大学院教授　金井 利之氏
　　「今後の政局・政治展望」
　　　　講師　日本大学法学部教授　岩井 奉信氏

議 長 外

23 伊達地方消防組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員
平成 27 年第２回伊達地方消防組合議会定例会 副議長選挙、平成 26 年度伊達地方消防組合一般会計歳入歳出決算の認定、伊達地

方消防組合職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例、工事請負変更契約の
締結

選 出 議 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 平成 27 年第２回組合議会定例会提出議案について 選 出 議 員
平成 27 年第２回伊達地方衛生処理組合議会定例
会

専決処分の承認を求めることについて、平成 26 年度ごみ処理事業特別会計補正予
算（第４号）、平成 27 年度ごみ処理事業特別会計補正予算（第１号）、平成 26 年度
歳入歳出決算認定（３会計）、平成 27 年度補正予算（３会計）

選 出 議 員

議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員
26 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

例月出納検査 定例検査 選 出 委 員
公立藤田病院組合議会全員協議会 平成 27 年第３回定例会提出議案について 選 出 議 員
第３回公立藤田病院組合議会定例会 副議長の選挙、平成 26 年度公立藤田病院組合会計決算認定 選 出 議 員

30 議会全員協議会 宮沢地区農業施設災害現地視察 全 議 員
11 9 福島地方水道用水供給企業団来町 企業団事業の概要説明等 議 長

10 桑折町放射能対策推進町民会議要望活動 環境省、復興庁、東京電力に対し要望書を提出 正 副 議 長
11 第 59 回町村議会議長全国大会 全国の町村議会議長による国への要望、決議事項の決定、特別講演等 議 長
16 議会運営委員会 第 12 回臨時会議事日程等 選 出 委 員

議会全員協議会 第 12 回臨時会議事日程等 全 議 員
第 12 回臨時会本会議 財産の取得について、閉会中の所管所掌事務調査の申出について 全 議 員
産業厚生常任委員会 調査事件の今後の進め方 選 出 委 員

19 総務文教常任委員会 財政の現状と今後について、原発事故に係る損害賠償請求について、児童生徒の学
力・体力向上について

選 出 委 員

25 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員
26 公立藤田病院組合議会研修会 公立藤田病院組合議会議員の研修会 選 出 議 員
30 議会運営委員会 12 月定例会議事日程等について 選 出 委 員

12 3 桑折町放射能対策推進町民会議講演会 講演「放射能を巡るアレコレ」講師　玄侑 宗久氏 議 長 外
8 議会全員協議会 12 月定例会の議事日程等、議案内容の説明 全 議 員

第 13 回定例会本会議 条例制定１件、条例改正３件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算３件の説
明、出資法人経営状況報告

全 議 員

総務文教常任委員会 陳情審査等 選 出 委 員
産業厚生常任委員会 所管事務調査等 選 出 委 員

9 議会全員協議会 12 月定例会（第２日）議事日程等 全 議 員
第 13 回定例会本会議 一般質問５名 全 議 員

10 議会全員協議会 12 月定例会（第３日）議事日程等 全 議 員
第 13 回定例会本会議 一般質問２名 全 議 員
総務文教常任委員会 陳情審査等 選 出 委 員

14 議会全員協議会 ・12 月定例会（第７日）議事日程等
・追加議事日程等　外

全 議 員

議会運営委員会 追加議事日程等 選 出 委 員
第 13 回定例会本会議 ・ 条例制定１件、条例改正３件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算３件審

議採決
・桑折町選挙管理委員及び同補充員の選挙
・追加議案審議採決（財産の取得１件、陳情１件、意見書１件）

全 議 員

議 会 活 動 状 況 報 告 　平成 27 年９月定例会以降

「
イ
コ
ー
ゼ
」に

室
内
遊
具
の
備
品
取
得

　
財
産
の
取
得
１
件
に
つ
い
て
、
原

案
通
り
可
決
し
た
。

１
．
買
入
物
件

　
屋
内
遊
具
等
備
品

２
．
契
約
の
相
手
方

　
住
所
　�

宮
城
県
仙
台
市
泉
区
明
通

３
丁
目
30
番
地

　
氏
名
　�

凸
版
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
東
日
本
事
業
本
部

　
　
　
　
専
務
取
締
役

　
　
　
　
東
日
本
事
業
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
厚

３
．
契
約
の
方
法
　
随
意
契
約

４
．
買
入
価
格

　
　
　
　
　�

２
，
４
２
４
万
６
千
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
１
７
９
万
６
千
円
）

「
イ
コ
ー
ゼ
」の
駐
車
場
や

防
球
フ
ェ
ン
ス
設
置

　
工
事
請
負
契
約
１
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
の
計
２
件
が
提
出
さ
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り
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
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代

片
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秀
雄

第 12 回臨時会

議案第６３号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第 13 回定例会

議案第６４号　 桑折町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第６５号　桑折町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第６６号　桑折町東日本大震災復興交付金基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第６７号　桑折町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第６８号　平成２７年度桑折町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第６９号　平成２７年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第７０号　平成２７年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第７１号　平成２７年度桑折町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第７２号　桑折町災害公営住宅建設用地土地売買契約に伴う財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

選挙第　９号　桑折町選挙管理委員及び同補充員の選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発委第１０号　公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第 14 回臨時会

議案第７３号　桑折町多目的スタジオ施設外構工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第７４号　平成２７年度桑折町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
　
案
　
審
　
議
　
結
　
果
　
表

議　　員　　名

議　案　項　目

意
見
書

　福島県の学校教育は、地域社会の多様な変化に応じながら、一人ひとりの子ど
もへのきめ細やかな対応や、子どもたちが主体となるゆたかな学びの推進が求め
られている。
　特に東日本大震災・原子力災害の発生以降、「新生ふくしま」をめざし、学校、
保護者、地域そして子どもたちが復興・再生に向け邁進している。
　10月26日に、財政制度等審議会は「現在の教職員環境を継続させながら、教
職員定数を３万７千人減らせる」とする「教職員定数のベースライン (案 )」を公
表した。
　本案に対し、中央教育審議会は異例の緊急提言を行い「教職員定数の機械的な
削減ではなく、多様な教育課題や地域のニーズに応じた確固たる教育活動を行う
ために必要な教職員数を戦略的に充実・確保すべきである」との見解を明らかに
した。
　現在、公立小中学校では、授業だけでなく生活指導・進路指導など様々な個別
指導を行い、その比重は増している。また、特別な支援を必要とする子どもの増

加など、学校現場が抱える課題は多様化している。保護者からのきめ細やかな
指導を求める要望も大きくなっている。今後も、子どもたち一人ひとりに対応し
た教育を推進し、保護者をはじめとする地域住民からのニーズに応えるために
も、教職員数の充実・確保を図ることが必要である。
　このような理由から、下記の事項の実現について、地方自治法第99条にもと
づき、意見書を提出する。

１．子どもたちへのきめ細やかな指導を維持・向上させるために、公立小中学校
の教職員数は、多様な教育課題や地域のニーズに応じた確固たる教育活動を行
うために必要な教職員数を戦略的に充実・確保すること。

　平成27年 12月14日
　　　　　　　　　　　　　　　福島県伊達郡桑折町議会

内閣総理大臣　　殿
文部科学大臣　　殿
財務大臣　　　　殿

公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書

　
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
よ

り
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
の
理
事

と
し
て
、
会
務
の
運
営
に
専
心
努
力

さ
れ
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
半
澤
高
議
員
に
「
感
謝

状
」
と
「
記
念
品
」
が
贈
ら
れ
た
。

議
員
辞
職
に
つ
い
て
の
報
告

　
平
井
國
雄
議
員
か
ら
、
閉
会
中
の

12
月
19
日
、
議
長
に
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
、
12
月
21
日
、
地
方
自
治
法
第

１
２
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
長
か

ら
辞
職
が
許
可
さ
れ
た
。

感
謝
状
が

贈
ら
れ
る
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単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調 定 額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分担金・負担金 1,430,400 1,430,400 1,430,400 0 議会費 1,258 1,033 225 225

使用料・手数料 1,723 2,028 2,028 ▲ 305 総務費 50,476 45,682 4,794 4,794

県 支 出 金 34,242 34,167 34,167 75 消防費 2,293,450 2,278,915 14,535 14,535

財 産 収 入 76 76 76 0 公債費 50,577 50,528 49 49

寄　附　金 500 500 500 0 予備費 4,215 0 4,215 4,215

繰　入　金 0 0 0 0

繰　越　金 27,375 27,376 27,376 ▲ 1

諸　収　入 13,780 13,875 13,875 ▲ 95

組　合　債 832,200 832,200 832,200 0

国庫支出金 59,680 59,508 59,508 172

合　計 2,399,976 2,400,129 2,400,129 ▲ 153 合　計 2,399,976 2,376,158 23,818 23,818

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告 26年度　概要

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分賦金 54,846 54,846 54,846 0 議会費 838 801 37 37

財産収入 1 1 1 0 総務費 56,416 56,116 300 300

繰入金 2,219 2,219 2,219 0 予備費 400 0 400 400

繰越金 534 534 534 0

諸収入 54 56 56 ▲ 2

合　計 57,654 57,657 57,657 ▲ 3 合　計 57,654 56,917 737 737

し尿処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 280,749 280,749 280,749 0 衛生費 165,137 164,203 934 934

使用料・手数料 96 97 97 ▲ 1 基金費 39,611 39,610 1 1

財 産 収 入 34 35 35 ▲ 1 公債費 138,652 138,651 1 1

繰　入　金 60,663 60,663 60,663 0 予備費 500 0 500 500

繰　越　金 1,539 1,539 1,539 0

諸　収　入 819 820 820 ▲ 1

合　計 343,900 343,903 343,903 ▲ 3 合　計 343,900 342,464 1,436 1,436

ごみ処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 275,198 275,198 275,198 0 衛生費 3,204,636 3,198,175 4,590 1,871 6,461

使用料・手数料 138,584 140,501 140,501 ▲ 1,917 基金費 40,251 40,250 1 1

国庫支出金 12,940 12,942 12,942 ▲ 2 公債費 36,138 36,137 1 1

県 支 出 金 2,732,163 2,732,163 2,732,163 0 予備費 3,000 0 3,000 3,000

財 産 収 入 65,492 69,594 69,594 ▲ 4,102

繰　入　金 12,573 12,573 12,573 0

繰　越　金 12,091 12,092 12,092 ▲ 1

諸　収　入 34,984 35,278 35,027 ▲ 43

組　合　債

合　計 3,284,025 3,290,341 3,290,089 ▲ 6,064 合　計 3,284,025 3,274,562 4,590 4,873 9,463

【伊達地方衛生処理組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　岩﨑久男・佐藤榮三

一 般 会 計

　歳入総額5,765万７千円、歳出総額5,691万７千

円。当該年度の形式的収支は73万９千円の黒字と

なり、全額を翌年度に繰越した。なお、実質収支か

ら前年度の実質収支を差し引いた単年度収支では

20万５千円の黒字となった。

し尿処理事業

　歳入総額３億4,390万３千円、歳出総額３億4,246

万４千円、当該年度の形式的収支は143万９千円の

黒字となり、全額を翌年度に繰越した。なお、実質

収支から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支

では10万円の赤字となった。

ごみ処理事業

　歳入総額32億9,008万９千円、歳出総額32億

7,456万１千円、当該年度の形式的収支は1,552万

８千円の黒字となり、全額を翌年度に繰越した。な

お、実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単

年度収支では、115万４千円の赤字となった。

【公立藤田病院組合】　　　　　　　　　　　　　選出議員　佐藤武朗・羽根田八千代・原　賢志・齋藤松夫

　平成26年度一般会計の歳入総額は24億12万９千

円（前年比６億6,028万１千円、37.95％増）に対し

歳出総額は、23億7,615万８千円（前年比６億6,368

713,341千円の大幅な黒字となった。

　収益的収支は、総収益54億5,521万円、総費用

59億8,072万１千円（4.5％）の増となり収支差引７

億1,334万１千円の純利益となった。

　資本的収支は、収入総額１億8,458万４千円、支

出総額５億3,228万８千円、収支差引不足額３億

4,770万４千円は過年度分損益勘定留保資金で補て

んした。

万６千円、38.76％増）で歳入歳出差引額は2,397万

１千円（前年比260万５千円、0.098％の減）となった。

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

病院事業収益 6,217,002 499,121, 6,716,123 6,715,032 ▲ 1,091 資本的収入 179,844 4,740 184,584 184,584 0

　医 業 収 益 5,570,125 ▲ 86,544 5,483,581 5,474,118 ▲ 9,462 出 資 金 179,843 ▲ 3,866 175,977 175,977 0

医業外収益 407,762 ▲ 1,613 406,149 414,521 8,372 国（県）補助金 1 8,606 8,607 8,607 0

特 別 利 益 239,115 587,278 826,393 826,393 ▲ 144

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

病院事業費用 6,124,121 ▲ 83,143 6,040,978 5,987,185 53,793 資本的支出 540,729 ▲ 7,490 533,239 532,288 951

医 業 費 用 5,810,522 ▲ 69,000 5,741,522 5,692,196 49,326 建設改良費 228,861 ▲ 10,000 218,861 217,910 951

医業外費用 130,996 ▲ 5,598 125,398 122,094 3,304 企業債償還金 311,868 2,510 314,378 314,378 0

病院組合費 2,768 0 2,768 2,352 416

特 別 損 失 171,290 0 171,290 170,541 748

予 備 費 8,545 ▲ 8,545 0 0 0

収支差引額不足分 3 億 4,770 万 4 千円は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

【伊達地方消防組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　渡邉英直・川名静子

■千円未満四捨五入

　平成26年４月に診療報酬が改訂されたことに伴

い、新設された地域包括ケア病棟入院料を５月より

算定し、収入アップ確保に努めている。医師不足、

看護師不足は依然続いているが、常勤医師数の増減

はなかった。研修医も初期研修医２年目の３名と合

わせ５名となった。

　全職員が積極的に経営改善に取り組んだ結果、

57,489千円の黒字計上となり会計制度の変更に

伴う特別利益計上の影響もあり純利益についても
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収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

水道用水供給事業 4,912,136 13,401 4,925,537 4,917,875 ▲ 7,662 資本的収入 4,860 ▲ 4,510 350 350 0

営 業 収 益 3,854,783 0 3,854,783 3,845,122 ▲ 9,661 負 担 債 4,860 ▲ 4,860 0 0 0

営業外収益 1,057,353 13,401 1,070,754 1,072,752 1,998 企 業 債 0 350 350 350 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 流用増減額 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

水道用水供給事業 4,890,638 6,954 0 4,897,592 4,745,611 151,981 資本的支出 1,975,896 ▲ 62,696 1,913,200 1,901,744 2,493

営 業 費 用 4,164,813 1,344 ▲ 10,111 4,156,046 4,404,165 151,880 建設改良費 197,055 ▲ 62,696 134,359 123,003 2,393

営業外費用 711,380 5,610 10,111 727,101 727,100 761 企業債償還金 1,778,741 0 1,778,741 1,778,741 185

予 備 費 100 0 0 100 0 100 予 備 費 100 0 100 0 100

特 別 損 失 14,345 0 0 14,345 14,345 0

収支差引額不足分 19 億 139 万 4 千円は過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度分損益留保資金で補てんした。

【福島地方水道用水供給企業団】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　片平秀雄

26年度桑折町の一部事務組合への負担金決算額及び 25年度決算額対比表
単位：千円

区　分 内　訳
平成 26 年度
決　算　額

平成 25 年度
決　算　額

増減額
増減率
（％）

伊達地方
衛生処理組合

一般会計 6,302 6,790 ▲ 488 ▲ 7
し尿処理 23,512 23,339 173 1
ごみ処理 27,296 34,466 ▲ 7,170 ▲ 21
合　　計 57,110 64,595 ▲ 7,485 ▲ 12

公立藤田
病院組合

一般会計 52,000 52,000 0 0
特別交付税 14,030 14,741 ▲ 311 ▲ 5
合　　計 66,030 66,741 ▲ 311 ▲ 1

伊達地方
消防組合

一般会計 166,875 167,545 ▲ 670  0

合　　計 290,015 298,881 ▲ 8,466 ▲ 3

　収益的収支は、水道用水供給事業収益46億3,305

万１千円に対し、水道用水供給事業費用44億7,050

万６千円で、収支差し引き額１億6,254万５千円が

当年度純利益となり、これに前年度繰越欠損金14

億5,814万８千円から当年度純利益及びその他未処

分利益剰余金を差し引いた残金12億9,506万２千円

は、未処理欠損金として翌年度に繰越した。

　資本的収支は、資本的収入35万円に対し、資本

的支出が19億174万４千円となり、資本的収入額が

資本的支出額に不足する額19億139万４千円は、過

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額309

万円及び過年度分損益勘定留保資金18億9,830万４

千円で補填した。（消費税抜きの金額です。）

― 総合司令室が入った新消防施設 ―

イノシシ侵入防止柵
27年度事業実施

議員・各町内会長・関係者合同現地見学会を実施　12/21

睦
合
モ
デ
ル
事
業
見
学

　
近
年
、
有
害
鳥
獣
特
に
イ
ノ
シ
シ
被
害

が
拡
大
し
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
町
議
会

に
お
い
て
も
平
成
26
年
11
月
の
議
員
研
修

に
先
進
地
で
あ
る
滋
賀
県
大
津
市
に
有
害

鳥
獣
対
策
と
し
て
の
防
止
柵
設
置
状
況
を

視
察
し
た
。
本
町
で
も
防
止
柵
設
置
の
必

要
性
を
町
に
求
め
、
27
年
度
２
，
０
０
０

m
の
モ
デ
ル
事
業
が
決
定
さ
れ
た
。

　
本
年
度
に
あ
っ
て
は
、
上
成
田
町
内
会

を
中
心
に
一
部
松
原
下
町
内
会
と
も
協
力

し
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
議
員
、
各

町
内
会
長
、
関
係
者
合
同
で
そ
の
作
業
の

実
施
状
況
を
見
学
し
た
。
困
難
な
作
業
の

箇
所
も
地
元
住
民
の
協
力
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
実
施
距
離
の
延
長
に
よ
る
資
材

の
不
足
等
に
対
し
12
月
28
日
の
臨
時
会
に

お
い
て
、
新
た
に
２
，
０
０
０
ｍ
延
長
を

可
能
に
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
可
決

し
た
。

　
今
後
、
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
に
よ
り
さ

ら
に
効
果
の
高
い
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
で
、
上
成
田
を
起
点
に
イ
ノ
シ
シ
侵
入

防
止
柵
を
延
長
し
町
全
体
の
被
害
を
く
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
期
待
す

る
。
な
お
、
す
で
に
国
見
町
は
桑
折
町
に

隣
接
す
る
泉
田
地
区
ま
で
設
置
が
完
了
し

て
い
る
。

上成田上水道
調整池

平沢町内会

松原下
高速道フェンスまで

27年実施済ルート
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◇ 

議
会
傍
聴
時
に
任
意
で
書
い
て
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
の
ご
意
見
か
ら（
一
部
抜
粋
）

　
９
月
定
例
会

・�

傍
聴
の
経
験
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
。
特
に
若
者
、
学
生
に
。
（
60
代
女
）

・�

議
員
の
発
言
内
容
が
弱
い
。
も
う
少
し
強
く
て
も
良
い
の
で
は
。（
仮
置
場

の
件
）
（
70
代
男
）

・�
傍
聴
者
が
少
な
い
。
来
て
い
た
だ
く
工
夫
が
あ
っ
て
も
。
（
70
代
男
）

・�

町
長
自
ら
現
場
確
認
を
し
答
弁
し
て
い
る
。
大
変
良
い
こ
と
だ
。
（
70
代
男
）

　
12
月
定
例
会

・�

的
確
な
答
弁
に
欠
け
不
勉
強
さ
が
目
立
っ
た
。
町
の
現
状
に
対
す
る
危
機
意

識
を
も
っ
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
70
代
男
）

・�

町
の
た
め
、
議
員
も
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
70
代
女
）

・�

職
員
は
す
べ
て
の
行
動
に
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
。
答
え
が
遅
い
。
（
70
代
男
）

・�

町
の
未
来
に
対
す
る
本
気
度
の
議
論
が
全
く
感
じ
ら
れ
ず
残
念
。（
60
代
男
）

・�

初
め
て
な
の
で
た
め
に
な
っ
た
。議
員
も
勉
強
し
て
い
る
の
だ
な
あ
。（
60
代
男
）

新
企
画

　
◇ 

い
つ
も
〝
議
会
だ
よ
り
〟
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
広
報
委
員
会
で
は
「
よ
り
わ
か
り
や
す
い
、
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
編
集
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
か
ら
、
今
後
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
致
し
ま
す
。

〝
議
会
だ
よ
り
〟
が
皆
様
へ
年
４
回
配
布
さ
れ
た
後
、
議
会
広
報
委
員

が
各
地
区
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


